
私
は
、
15
歳
以
下
の
小

児
救
急
電
話
相
談
の
実
績

と
効
果
に
つ
い
て
質
問
。

船
田
孝
雄･
地
域
医
療
対

策
課
長
は
、「
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
で
、
２
０
１
１

年
度
は
３
６
０
２
件
、
１

日
平
均
９･

８
件
で
、
07
年

開
始
時
の
２
倍
と
な
っ
て

い
る
。
救
急
の
小
児
患
者

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

昨
年
度
開
始
さ
れ
た
大

人
の
救
急
電
話
相
談
に
つ

い
て
質
し
た
の
に
対
し
、

船
田
課
長
は
「
昨
年
９
月

か
ら
今
年
３
月
ま
で
２
９

８
件
で
、
１
日
平
均
１･

４

件
と
な
っ
て
い
る
。
20
代･

30
代
が
多
く
、
高
齢
者
が

少
な
い
」
と
答
弁
。

私
は
、
「
医
師

不
足
の
現
状
に

お
い
て
、
初
期

救
急
医
療
と
し

て
平
日
夜
間
診

療
所
と
合
わ
せ
、
救
急
電

話
相
談
の
体
制
強
化
が
必

要
で
は
な
い
か｣

と
発
言
し

ま
し
た
。

船
田
課
長
は
、
「
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
を
通
じ
た

調
査
で
は
、
約
７
割
が
ま

だ
制
度
を
知
ら
な
い
現
状

に
あ
る
。
ま
た
、
小
児
相

談
で
は
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
課
題
も
あ
る
。
近

く
医
師
ら
を
交
え
た
検
討

会
を
開
き
、
救
急
電
話
相

談
の
強
化
対
策
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。
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10
月
28
日
、
県
内

私
立
高
校
生
や
父
母･

教
職
員
で
構
成
し
て

い
る
「
私
学
助
成
を

す
す
め
る
会
」
な
ど

実
行
委
員
会
に
よ
る

私
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

私
立
高
校
生
や
父

母
が
、
私
学
助
成
の

拡
充
や
授
業
料
軽
減
、

教
育
の
公
私
間
格
差

の
是
正
を
、
そ
れ
ぞ

れ
訴
え
ま
し
た
。
高

校
生
に
よ
る
元
気
の

良
い
群
舞
の
ア
ピ
ー

ル
は
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
迫
力

を
感
じ
ま
す
。

運
動
の
積
み
重
ね
が
、
公
立

高
校
無
償
化
や
私
立
高
校
就
学

支
援
金
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
よ
う
や
く
、
国
連

人
権
規
約
の
高
等
教
育
の
段
階

的
無
償
化
の
留
保
を
撤
回
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の

教
育
費
の
負
担
は
大
き
く
、
予

算
は
不
十
分
で
す
。
経
済
的
理

由
で
中
退
す
る
生
徒
も
、
な
く

な
り
ま
せ
ん
。
国
際
的
に
も
立

ち
遅
れ
た
分
野
で
す
。

返
す
必
要
の
な
い
給
付
型
奨

学
金
の
創
設
、
就
学
支
援
や
授

業
料
軽
減
制
度
の
充
実
な
ど
、

引
き
続
き
関
係
者
と
と
も
に
運

動
を
広
げ
た
い
と
、
あ
ら
た
め

て
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
厚
生
環
境
分
科
会
で
２
０
１
１
年
度
決

算
の
審
査
が
行
わ
れ
、
私
は
、
救
急
電
話
相
談
、
母
子
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た(

10
／
24
‐
25)

。

私学フェスティバルに参加して

電話相談の体制強化を

貸
付
件
数
は
減
少

都
道
府
県
は
、
母
子
及

び
寡
婦
福
祉
法
に
よ
り
、

配
偶
者
の
な
い
女
子
や
そ

の
児
童
に
対
し
、
修
学
や

福
祉
の
た
め
必
要
な
資
金

を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で

き
、
山
形
県
も
特
別
会
計

で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
母
子
寡
婦
福

祉
資
金
の
貸
付
状
況
と
相

談
件
数
に
つ
い
て
質
問
。

山
口
真
二･

子
ど
も
家

庭
課
長
は
、
「
貸
付
件
数

は
２
０
１
０
年
度
４
１
３

件
で
、
昨
年
度
３
４
３
件
。

貸
付
の
相
談
件
数
は
県
内

あ
わ
せ
て
２
０
１
０
年
度

８
４
６
件
、
昨
年
度
１
３

８
１
件
」
と
答
え
ま
し
た
。

続
け
て
私
が

「
相
談
件
数
は
減
っ

て
い
な
い
。
む

し
ろ
増
え
て
い
る
の
に
貸

付
件
数
は
減
っ
て
い
る
。

要
因
は
何
か
」
と
質
し
た

の
に
対
し
、
山
口
課
長
は
、

「
大
学
や
専
修
学
校
の
修

学
資
金
貸
付
が
減
少
し
て

い
る
」
と
現
状
を
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
未
収
金
対
策

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。

山
口
課
長
は
、
「
村
山

総
合
支
庁
に
嘱
託
職
員
を

１
名
配
置
し
、
滞
納
者
が

と
く
に
多
い
山
形
市
を
重

点
的
に
償
還
指
導
を
行
い
、

滞
納
者
の
減
少
を
図
っ
た
」

と
答
え
ま
し
た
。

私
は
、
「
学
校
を
卒
業

し
て
も
雇
用
が
不
安
定
で
、

貸
付
の
償
還
が
困
難
な
現

状
が
あ
る
。
経
済
的
自
立

支
援
と
児
童
福
祉
増
進
と

い
う
法
の
趣
旨
の
も
と
、

て
い
ね
い
な
相
談
対
応
が

求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

山
口
課
長
は
、
「
制
度

の
趣
旨
に
そ
っ
た
対
応
を

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

◇

◇

県
は
昨
年
度
か
ら
、
貸

付
に
つ
い
て
納
税
証
明
書

添
付
の
徹
底
や
、
「
限
度

額
い
っ
ぱ
い
で
な
く

返
済
を
見
通
し
た
額

を
」
と
指
導
し
て
い

ま
す
。

雇
用
不
安
や
経
済
不
況

な
ど
で
貸
付
金
の
返
済
が

困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
私
の
も
と
へ
も
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
13
市
と
県

の
各
総
合
支
庁
に
母
子
自

立
支
援
員
が
配
置
さ
れ
、

母
子
家
庭
に
関
す
る
様
々

な
相
談
や
、
母
子
寡
婦
福

祉
資
金
の
貸
付･

償
還
指

導
も
含
め
た
対
応
を
行
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
法
で
は
非
常
勤

職
員
と
さ
れ
て
お
り
、
父

子
家
庭
も
含
め
た
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
総
合
的
支
援

が
求
め
ら
れ
る
状
況
の
も

と
で
、
常
勤
と
し
て
の
強

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

閉会中委員会 2011年度決算を審査急救

11月６日(火) 議会運営委員会

７日(水) 各常任委員会
８日(木) 各特別委員会

◎12月議会では、予算特別委員会の質問に立
つ予定です。県政に対するみなさんの要望
や、暮らしの声をお寄せください。

県議会の

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
を
求
め
行

進
す
る(

前
列
右
か
ら)

ゆ
り
県
議
、

石
川
渉･

衆
院
山
形
１
区
予
定
候

補
＝
10
月
23
日
、
山
形
市

予定

法
の
趣
旨
の
も
と

て
い
ね
い
な
相
談
対
応
を

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
に
つ
い
て

ゆ
り
子

の
視
点


